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1は じ め に

宮城県でも,昭和55年には,前年までの豊作から一転じ

て水稲の収量が大幅に低下し,作況指数79の近年にない不

作となった。しかも,こ の状況はその後も続いている。稲

作に大きく依存している本県農業への打撃は大きく,危機

感が広がっている。そこで,水稲の不作が農家生活上に及

ぼした影響と農家がそれにどう対応したのかを明らかにす

るとともに,これ力濃 家生活の質の低下につながらないた

めの方策を見い出すために調査を行った。

2 調査対象地の選定

昭和55～57年の市町村別水稲作況指数により検討 したは

か ,冷害による被害を受けやすい地帯で,しかも経営上稲

作が重要な地位を占めている,河北町五十五人集落を選定

した。ここは,本県北東部太平洋岸に位置し,町中央を貫

流する北上川を遡ってくる冷気によって常に被害を受けや

すい地帯である。この集落は,前の西南端にあり,周囲を

水田と北上川によって囲まれている。'80年農業セ ンサス

によると,専業農家率は116%で県平均を上回り, 1戸 当

たり耕地面積は216′ と規模の大きい農家が多い。近年 ,

畜産部門の拡大が進んではいるが,農家の895%は農産物

販売金額の第 1位が稲であった。

3調 査 結 果

調査は,集澤の全農家92戸に対してアンケート形式で行っ

たが,有効回答率は978%であった。

(1)収入及び家計費構成

家へ入る全収入の中に占める農業収入の割合を調べた結

果が図 1で ある。農業収入の割合がかなり高くなったが ,

個々の農家ごとに家族の就労状況を検討してみると,実際

は農外からの収入の割合がもっとも多くなると推察された。

つまり,農家は実際以上に農業を重くみており,したがっ

て冷害による減収はより厳 しく受けとめているように思わ

れる。また,図 2に示したように,家計をまかなう所得の

うち農業所得が半分をこえるという農家は40%になかった

が,家全体の収入と同様に農業の比重を実際以上に大きく

感 じており,冷害による家計への圧迫はむしろ心理的な面

1 9割以上

3 5割 より少ない

5無 回 答

2 5割以上

4 1割以下

図 : 家の収入のうち,農業収入の占ある割
合別農家率

1 農業が大部分  2 農棄力伴 分以上

3 農業と農外が半々

4 農外が半分以上  5 農外が大部

6 わからない   7 無回答

図2 農業及び農外からの収入が家計費中に
占める割合月1農家率

で大きいようである。

●)農業経営に対する影響

冷害によって稲は平年より10′ 当たり平均3喉 (昭55)

～2∝敗 昭57)減収した。水田面積と 10′ 当たり収量との

関係を見ると,昭和55年は面積に関係なく収量が散らばっ

ているものの,面積が大きくなるにつれて徐々に収量は低

下した。この傾向は昭和56,57年 にも認められた。

6)農家の対応

冷害年の間の収入をたずねたところ (図 3), 普通の年

と変わらないと答えた農家は 2戸だけであった。普通の年

より減ったという家力寝 Pと多く,そのなかでもかなり減っ

たという家が70戸であった。家計費については (図 4),

家計費として使える金が減ってやりくりが苦しくなったと

答えた農家が90%で ,そ のうちでもとても苦しくなったと

50               100%

1 2 3 4

普通の年とあまり変わらない

普通の年よりやや少ない

普通の年よりかなり少ない

わからない  5 無回答

図 3 冷害年r_ぉける家の全収入の増減別農
家割合
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1 家計費がべらされて やりくりはとても
苦しくなった

2 いくらか苦しくなった
3 家計費はへらされないのであまり苦しく
もならなかった

4 いつもとかわらない
5 わからない   6 無回答

図 4 冷害による家計費の減少程度別農家割合

応 しようとする農家は少なく,む しろ農外就業によって所

得をも、やすという方が多かった。

このように,多 くの農家は家計費枠の縮小という事態の

中で,今までよりも切り詰めた生活をせざるを得なくなっ

ているわけであるが,ただ万遍なく支出を抑えるだけでは

生活の質が低下する恐れがある。まず,家計支出内容を点

検 し,何を節約するのかを決定すべきであるのに,その基

礎となる家計簿の記帳は267%の 農家でしか行われていな

かった。こうした家計運営上の問題点はこの他にも認めら

れた。例えば,冷害年の間でも臨時支出は多く (76%の農

家 ,延べ112件 ),葬式や入院はともかく,新築や増改築な

どは余裕のある時期に延ばせそうなるものであるが,こ れ

が22件にものぼっていた。ぁるいは,節約 した費目として

菓子やジュース類よりも冨1陰費という答えのほうが多かっ

たり,衝動買いも多いようである。従って,ま ず家計運営

技術の向上が緊急の課題としてあげられる。このほかの自

給をお、やしたいが暇がないとか ,交際費をもっと抑えたい

という意向もみられるが,家計担当者ひとりの努力だけで

は限界があり,家族や農家同士の協力が不可欠となる。こ

れらのことは,常に生活改善の場では言われていることで

はあるが,実行はされにくい。しかし,冷害という事態の

中で,今回の調査にあらわれたように,農家が心理的に危

機感,圧迫感を抱いている現在のような時ならば学け入れ

られやすいし,実行もされやすいので生活改善運動にとっ

ては,今は好機といえよう。
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4        12
借り¬史った   2 勤めに出た
支出をおさえるようにした
農業経営を変えた
大きな買い物を控えた
特に光熱質の節約
自家生産物の利用を増やした
旅行 遠出をしない
友類はリフォーム  10 物を大切に
その他    12無 回答

図5 家計のや りくりの方法月1農家割合

いう家が70%を占めた。これに農家がどう対応したかとい

点であるが ,図 5に示 したように,買物を控える,節約す

るというものが主流であった。ところが,要るものは要る

のだから足りなければ借金してという対応もかなりみられ

た (104%)。 また,農業経営を改善することによって対
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